
政策 ２ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境づくり

施策 ⑶ 社会全体で子育てを支える仕組みづくり

政策 ３ 「福島ならでは」の教育の充実

施策 ⑴ 「学びの変革」の推進と資質・能力の育成

政策 ３ 「福島ならでは」の教育の充実

施策 ⑴ 「学びの変革」の推進と資質・能力の育成

政策 ３ 「福島ならでは」の教育の充実

施策 ⑵ 学校組織の活性化の推進

政策 5     福島への新しい人の流れづくり

施策 1     ふくしまとのつながりの強化、関係人口の拡大

政策 １ 東日本大震災・原子力災害からの復興・再生

施策 ⑻ 風評・風化対策の強化

政策 １ 地域産業の持続的発展

施策 ⑴ 地域の企業が主役となる、しなやかで力強い地域産業の育成・支援

政策 ２ 福島イノベーション・コースト構想の推進

施策 ⑴ 福島イノベーション・コースト構想を基軸とした産業集積・振興

政策 ２ 福島イノベーション・コースト構想の推進

施策 ⑴ 福島イノベーション・コースト構想を基軸とした産業集積・振興

政策 ５ 魅力を最大限いかした観光・交流の促進

施策 ⑴ ふくしまの地域資源の磨き上げ及び魅力発信による誘客の拡大

（注）指標の見直しについては、今後の県議会に報告を行う予定です。

4 教育庁定義の変更

5 ひと分野 目標値の上方修正

7
No.205
事業承継計画策定件数
 ※経営・事業を円滑に後継者へ引き継ぐための計画を策定した事業所の件数

目標値の上方修正基本指標6
No.99
県産農産物の輸出額

暮らし分野 観光交流局

1
No.29
男性職員の育児休業の取得率（福島県内市町村・首長部局）

ひと分野

3

福島県総合計画の指標の見直しについて

 総合計画策定時点から指標の見直しを行った１０件について、下記のとおり御報告いたします。

教育庁

2
No.34-1
CEFR A1以上（英検３級以上相当）の英語力を有する生徒の割合
                                                                               （中学３年生）

ひと分野 目標値の上方修正 教育庁

No. 指標名
総合計画
の分野

総合計画の政策・施策 見直しの分類

目標値の上方修正 総務部

9
No.222
スマート農業技術等導入経営体数

10
No.257
ホープツーリズム催行件数

補完指標 しごと分野 目標値の上方修正 観光交流局

8
No.221
メードインふくしまロボットの件数

目標値の上方修正 農林水産部

基本指標

しごと分野 目標値の上方修正 商工労働部基本指標

しごと分野 目標値の上方修正 商工労働部

しごと分野補完指標

■目標値の上方修正          ： ９件
■定義の変更             ： １件

文化スポー
ツ局

指標
の区分

補完指標

基本指標

基本指標

基本指標

補完指標

No.37
時間外勤務時間月８０時間を超える教職員の割合

ひと分野

No.66
東日本大震災・原子力災害伝承館の来館者数

No.34-2
CEFR A2以上（英検準２級以上相当）の英語力を有する生徒の割合
                                                                            （高校３年生）

ひと分野 目標値の上方修正

進行管理の
担当部局

資料４
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※下線部：見直し部分

指標名 現況値 Ｒ4 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 18.6 22.4 26.2 30
30

以上

30

以上

30

以上

30

以上

30

以上

変更後 18.6 22.4 26.2

85以上

（１週

間以上

の取得

率）

85以上

（１週

間以上

の取得

率）

85以上

（１週

間以上

の取得

率）

85以上

（１週

間以上

の取得

率）

85以上

（１週

間以上

の取得

率）

85以上

（２週

間以上

の取得

率）

38.5 50.8

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞ふくしま男女共同参画プラン

No.29

男性職員の育児休業

の取得率

（福島県内市町村

　※首長部局）

7.4 %

（R元）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 男性職員の子育てへの参画の現状を分析する指標として、国の計画における「地方公務員の男性の

育児休業取得率」の成果目標である30％を参考に目標値を設定した。

 なお、R4～R6の目標値はR7の目標値に向けてR元の現況値から毎年一定の割合で上昇させるとの

考え方で設定した。

〇目標値の見直し理由

　男性の育児休業の浸透等により、R5時点の実績値がR12目標値を達成していることから、目標値

の上方修正を行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

 こども未来戦略方針（R5.6.13閣議決定）を踏まえた地方公務員に係る男性職員の育児休業取得率

の政府目標（一般行政部門において2025年(R7)に85％（１週間以上）、2030年(R12)に85％（２

週間以上））を参考に目標値を設定した。実績値

目標値

実績値

（R4～R5の実績値は１日以上の取得率）
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 38.8 40.3 41.8 43.3 44.8 46.3 47.8 49.3 50.0

変更後 38.8 40.3 42.0 48.0 54.0 60.0 62.5 65.0 67.0

38.8 35.8

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞福島県総合教育計画

No.34-1

CEFR A1以上（英検

３級以上相当）の英

語力を有する生徒の

割合

（中学３年生）

37.3 ％

（R元）

目標値

実績値

目標値

実績値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 外国語の習熟度を確認するため、国際指標であるCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)で評価し、文

部科学省が定める第3期教育振興基本計画における目標をR12までに達成することを目標とする。

〇目標値の見直し理由

 国の第4期教育振興基本計画において、中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上を達成した中学

生の割合がR9までに60％以上と設定された。

 本県の英語力を有する生徒の割合は全国平均を大きく下回っていることから、R9に国の目標と同

等の目標を設定した上で、R10以降は全国平均以上を目指すため、目標値の上方修正を行う。

【参考】国の教育振興基本計画

 （変更前）第3期計画：R9までに全国平均50％以上

       ※本県は国の目標値をR12に達成すると設定

 （変更後）第4期計画：R9までに全国平均60％以上かつ全ての都道府県等で50％以上

〇見直し後の目標値の設定根拠

 R6～R9の目標値は、R9に60%とするために逆算して毎年約6.0ポイント増とし、R10以降の目標

値は、直近の実績を踏まえて2.5～2.0ポイント増として目標値を設定した。
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 36.4 38.1 39.8 41.5 43.2 44.9 46.6 48.3 50.0

変更後 36.4 38.1 50.0 53.5 57.0 60.0 62.5 65.0 67.0

38.3 40.6

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞福島県総合教育計画

No.34-2

CEFR A2以上（英検

準２級以上相当）の

英語力を有する生徒

の割合

（高校３年生）

34.7 %

（R元）

実績値

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 外国語の習熟度を確認するため、国際指標であるCEFR(ヨーロッパ言語共通参照枠)で評価し、文

部科学省が定める第3期教育振興基本計画における目標をR12までに達成することを目標とする。

〇目標値の見直し理由

 国の第4期教育振興基本計画において、高等学校卒業段階でCEFR A２レベル相当以上を達成した

高校生の割合の目標値がR9までに60％以上と設定された。

 本県の英語力を有する生徒の割合は全国平均を大きく下回っていることから、R9に国の目標と同

等の目標を設定した上で、R10以降は全国平均以上を目指すため、目標値の上方修正を行う。

【参考】国の教育振興基本計画

 （変更前）第3期計画：R9までに全国平均50％以上

        ※本県は国の目標値をR12に達成すると設定

 （変更後）第4期計画：R9までに全国平均60％以上かつ全ての都道府県等で50％以上

〇見直し後の目標値の設定根拠

 R6～R9の目標値は、R9に60%とするために逆算して毎年約3.5ポイント増とし、R10以降の目標

値は、直近の実績を踏まえて2.5～2.0ポイント増として目標値を設定した。

目標値

実績値
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

8.0 4.0 0 0 0 0 0 0 0

16.5 14.5 12.0

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞福島県総合教育計画

No.37

時間外勤務時間月80

時間を超える教職員

の割合

12.1 %

（R2）

【見直しの分類】定義の変更（集計方法の変更）

〇当初の指標の設定根拠

 質の高い教育を展開するため、教職員の心身の健康保持を図るとともに、児童生徒と向き合う時間

や自己研鑽の時間を確保し、R6までに時間外勤務80時間を超える教職員を0にすることを目標とす

る。

〇定義の見直し理由

 時間外勤務時間の集計データの精度向上を図るために定義の変更を行う。

 なお、目標値の変更は行わないこととし、「教職員働き方改革アクションプラン」に掲げた各取組

の徹底や働き方の意識改革等により、目標達成を目指していく。

（変更前の定義）

 毎年6月末の１週間の時間外勤務時間を月平均に換算（県独自調査）

（変更後の定義）

 年間の時間外勤務時間を月平均に換算（文部科学省調査）

目標値

実績値

目標値

実績値
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 50,000 57,000 63,000 65,000 67,000 69,000 71,000 73,000 75,000

変更後 50,000 57,000 63,000 96,000 97,000 98,000 99,000 100,000 101,000

80,119 93,759 46,683

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞福島県生涯学習基本計画、福島県文化振興基本計画

目標値

実績値

実績値

No.66

東日本大震災・原子

力災害伝承館の来館

者数

43,750 人

（R2）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 原発事故の影響を受けた地域を直に訪れ、複合災害の記録と教訓を学ぶ、伝承館の来館者数を増や

すことで、風化の防止及び交流人口の拡大を図る。来館者数の目標は、開館直後半年間の水準とし

た。

〇目標値の見直し理由

 教育旅行や社員研修等での来館者の増加が見られ、R5時点の実績値がR12目標値を達成している

ことから、目標値の上方修正を行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

　R2～R5までの伝承館入館者数と福島県観光客入込数を基に、観光客入込数に占める伝承館入館者

数の割合（0.169％）を算出し、R7～R11の福島県観光客入込数の目標値に0.169％を乗じて、伝承

館の目標入館者数を設定した。（千人未満は数調整）

 復興祈念公園やカンファレンスホテル整備（ともにR8年3月完成予定）などの外部要因による入館

者増に加え、企画展の実施、自治体や関係団体と連携したイベント開催、ホープツーリズムツアーの

誘致等の取組により入館者の増加を図り、目標達成を目指していく。（R6.9月時点）
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 242 249 256 263 271 278 285 293 300

変更後 242 249 266 288 310 332 354 376 400

336 282

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞福島県農林水産業振興計画

実績値

No.99

県産農産物の輸出額

227 百万円

（R2）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 県産農産物の海外での販売を促進するため、米、果物、野菜、牛肉、花き等の輸出額を把握し、過

去の実績等を踏まえ、毎年7百万円程度増加させることを目指す。

〇目標値の見直し理由

 市場性を踏まえて輸出国・地域を選定し、戦略的に輸出に取り組んだ結果、県産農産物の輸出額の

R4実績値がR12目標値を上回り、今後も同程度の推移が見込まれることから、目標値の上方修正を

行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

 R4の日本国内における農林水産物輸出額の伸び率は前年度比2.8％となっており、今後も同程度の

推移が続くものと予想されている。

 R12目標値の見直しに当たっては、上記の9割程度である年2.5％の成長を見込み、R4実績値の

336百万円からの8年間で約1.2倍となる400百万円と設定した。

 各年度の目標値については、実績値が前年度から下振れすることも想定されるため、直近5年間

（H30～R4）の平均値（224百万円）を基準として、R6から最終年度に向けて、毎年同程度増加す

る想定で設定した。

目標値

実績値
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 100 110 120 130 140 150 150 150 150

変更後 100 110 287 337 337 337 337 337 337

177 237 272

＜指標の性質＞ストック（ある時点で蓄積されている量）

＜対応する部門別計画＞福島県商工業振興基本計画

No.205

事業承継計画策定件

数

※経営・事業を円滑

に後継者へ引き継ぐ

ための計画を策定し

た事業所の件数

67 件

（R2）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

　経営・事業を円滑に後継者へ引き継ぐための承継計画策定を支援して、地域産業の持続的発展を目

指し、事業承継優遇税制適用期間中は、これまでの実績(10件程度/年)を踏まえ年間10件ずつ増加さ

せ、年間150件に達することを目指す。

〇目標値の見直し理由

 事業承継の関心が高まっていることを背景に、R5時点の実績値がR12目標値を大きく上回り、R7

までは計画策定の増加が見込まれることから、目標値の上方修正を行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

 計画策定件数がR2から毎年50件前後ずつ増加している状況であり、計画の提出期限がR8年3月末

であることを踏まえ、R7までは毎年50件の増加を見込んで目標値を設定した。

 R8以降は、税制改正が行われない限りは事業承継優遇税制適用期間（特例措置）が終了し一般措

置（計画書策定は不要）になるが、事業承継の支援は引き続き進めていく。

目標値

実績値

実績値

（R6.9月時点）
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 47 49 51 53 54 55 56 57 58

変更後 47 49 67 72 77 81 85 89 93

54 62

＜指標の性質＞ストック（ある時点で蓄積されている量）

＜対応する部門別計画＞福島県商工業振興基本計画

No.221

メードインふくしま

ロボットの件数※

※県内で製造・開発

され、メードインふ

くしまロボットとし

て認定された件数

43 件

（R2）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 ロボットの普及・啓発や参入企業のネットワーク形成、研究開発、人材育成、取引拡大などへの支

援を通じて、ロボット関連産業の育成・集積を目指し、直近の実績を踏まえR4は47件、以降、毎年

度1～2件ずつ増加し、R12までに58件を目標とする。

〇目標値の見直し理由

 これまでの研究開発等への支援の成果などにより、R5時点の実績値がR12目標値を上回り、今後

も参入企業の新たなロボットの製品化の動きも見られることから、目標値の上方修正を行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

 R3～R5まで順調に実績が上がっているところであり、今後も研究開発等への支援をすることで着

実な成果が見込まれることから、当初想定していた年間の増加数の倍以上の成果を目指し、年間4～

5件程度増加させる目標値とした。

目標値

実績値

実績値
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 670 718 756 810 843 872 902 930 950

変更後 670 718 1,093 1,195 1,296 1,397 1,498 1,599 1,700

781 990

＜指標の性質＞ストック（ある時点で蓄積されている量）

＜対応する部門別計画＞福島県農林水産業振興計画

実績値

No.222

スマート農業技術等

導入経営体数

525 経営体

（R2）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 農業の生産性向上や省力化を図るため、自動操舵システムを備えた農機や農業用ドローン等のス

マート農業技術について、経営品目等に応じた導入を推進し、大規模農場では概ね技術の導入を目指

すなど現状の約2倍の経営体での活用を目標とする。

〇目標値の見直し理由

 先端技術の研究開発や社会実装に取り組んできた結果、R5実績値がR12目標値を達成した。

 担い手の減少が進行する中で、より効率的な営農の展開が求められており、スマート農業技術等導

入の更なる推進が必要であることから、目標値の上方修正を行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

 以下の大規模稲作・園芸（野菜、果樹、花き）・畜産におけるスマート農業等技術の導入経営体数

の合計を目標値として設定した。

（大規模稲作経営体数）

 R12に大規模稲作経営体の90％（300経営体）に導入するものとして設定し、年々増加する想定

で目標値を設定。

（園芸経営体数）

 R12に主な産地の園芸経営体の15％（1,160経営体）に導入するものとして設定し、年々増加する

想定で目標値を設定。なお、15%は、従事者のうち60歳未満が占める割合13.1％＋αであり、比較

的若い層への浸透を図ることを目指す想定で目標値を設定。

（畜産経営体数）

 R12に飼養頭数が平均規模以上である経営体の80％（240経営体）に導入するものとして設定

し、年々増加する想定で目標値を設定。

目標値

実績値
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指標名 現況値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 見直しの理由等

変更前 75 85 95 105 110 115 120 125 130

変更後 75 85 410 425 440 455 470 485 500

319 396

＜指標の性質＞フロー（１年間の変動量）

＜対応する部門別計画＞福島県商工業振興基本計画

No.257

ホープツーリズム催

行件数

63 件

（R2）

目標値

【見直しの分類】目標値の上方修正

〇当初の指標の設定根拠

 福島ならではの観光誘客を推進するため、ホープツーリズムを運営する(公財)福島県観光物産交流

協会が募集や受注、手配等を行ったツアー催行状況を把握し、プログラム磨き上げ等を行うことで、

R12に現地人材の育成見込みに伴い現況値（R2）からの倍増を目指す。

〇目標値の見直し理由

 教育旅行や社員研修、東日本大震災・原子力災害伝承館の利用等の増加により、R4時点の実績値

がR12目標値を達成していることから、目標値の上方修正を行う。

〇見直し後の目標値の設定根拠

 複数あるホープツーリズムのメニューのうち、特にニーズが高い「フィールドパートナーを派遣す

るコンテンツ型」及び「伝承館プログラム型」の2種を対象とし、R5(4月～6月)72件とR6(4月～6

月)76件の伸び率5.5%をベースに、コロナ特需終了や少子化の影響等を考慮し、年間伸び率3～4%

（≒15件増）として目標値を設定した。

目標値

実績値

実績値
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